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郷土の偉人（浅羽佐喜太郎）に学ぶ

困った人を見過ごさない心

～ 挑戦する人を応援するまちづくり ～

留学生授業料等の助成事業

平成30年11月27日、天皇、皇后両陛下が、明治時代
末期にベトナム独立運動の指導者ファン・ボイ・チャ
ウを支援した浅羽佐喜太郎の紀念碑が建つ常林寺（梅
山）と、ファンと佐喜太郎の交流に関する特別展を開
催中であった市郷土資料館・近藤記念館（浅名）を訪
問されました。

碑は、佐喜太郎をしのぶためにファンが村人と１９
１８年に建てたもので、常林寺では原田市長が、資料
館・記念館では館長が、碑建立の経緯や佐喜太郎と
ファンの交流、本市とベトナムとのつながりなどを説
明すると、両陛下は紀念碑や展示を熱心にご覧になり
ました。

広報ふくろい（平成31年１月）より抜粋

浅羽佐喜太郎（1867年～1910年）

浅羽佐喜太郎は、慶応3年（1867）に袋井市梅山（旧東浅羽村）
に生まれ、帝国大学医科大学（現東京大学医学部）を卒業した後、
小田原市（旧前羽村町屋）に浅羽医院を開業。

明治38年、ベトナム独立運動の指導者「ファンボイチャウ」は、
日本にベトナムの窮状を訴え、援助を求めて来日。しかし、日本
政府は援助することなく、フランス政府の要請を受けてベトナム
人留学生への圧力を強めました。

困り果てたファンボイチャウは、梅山（現在の袋井市梅山）出身
の医師で神奈川県で大きな病院を開業していた佐喜太郎に援助を
求め、佐喜太郎は大金を与えて励ましました。

佐喜太郎は、ファンボイチャウが日本を去った翌年に43歳の若さ
で病死。その死を知ったファンボイチャウは、感謝の気持ちを表
すために、佐喜太郎の菩提寺に紀念碑を建てました。ベトナムと
日本を結ぶ義侠の精神は、今も語り継がれています。

（袋井市・市勢要覧:「郷土の偉人」より抜粋）


